
新しく記載された新属新種あるいは新種の蘚類３種
分子系統樹

Akiyama, H. (2019). Phylogenetic re-examination of the “Gammiella 
ceylonensis” complex reveals three new genera in the Pylaisiadelph-
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　日本には，絶滅危惧種としてコケ植物が 283 種指定されています．2021 年現在で日本から約 2000 種弱のコケ植物
が知られていますから，全体の 14.2％にあたります．稀少種は特定の環境を選択する傾向があります．生育に適した
環境が離れた場所にしか存在しない場合，各地の集団の間でどのような関係が維持されて進化の道筋をたどるのでしょ
うか．現地調査と，形態の比較，DNA塩基配列情報を使ってその秘密を探っています．一例としてヒロハコモチイト
ゴケという非常に小型の着生性蘚類の成果を紹介します．これまでただ１種とされていたのですが，実は３属６種から
成り立ち，そのうちの２属が新属，３種が新種であることがわかりました．
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地理的に離れた場所に点々と分布する稀少種の現状を，
形態とDNA塩基配列情報を使って調べています


